
「
国
立
西
洋
美
術
館
が
世

界
遺
産
に
登
録
」
の
見
出

し
が
各
紙
で
大
き
く
踊
っ

た
。
国
内
で
は
20
件
目
と
な
る
。
富

岡
工
場
の
あ
る
群
馬
県
富
岡
市
が

「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
」

の
登
録
で
全
国
か
ら
観
光
客
が
押
し

寄
せ
、
一
気
に
メ
ジ
ャ
ー
と
な
っ
た

こ
と
も
記
憶
に
新
し
い
。
こ
の
世
界

遺
産
は
、
１
９
５
９
年
に
エ
ジ
プ
ト

の
ア
ス
ワ
ン
・
ハ
イ
・
ダ
ム
建
設
の

決
定
が
き
っ
か
け
に
な
っ
た
こ
と
を

ご
存
じ
だ
ろ
う
か
▼
ダ
ム
に
水
没
し

て
し
ま
う
ヌ
ビ
ア
遺
跡
を
救
え
と
ユ

ネ
ス
コ
が
寄
付
活
動
を
世
界
に
向
け

て
発
信
し
、
各
国
が
応
え
て
大
規
模

な
移
築
工
事
が
実
現
し
て
遺
跡
は
救

わ
れ
た
。
こ
れ
が
契
機
と
な
っ
て
１

９
７
２
年
に
、
ア
メ
リ
カ
の
「
世
界

遺
産
ト
ラ
ス
ト
」
な
ど
も
一
緒
に
な
っ

て
「
世
界
遺
産
条
約
」
が
作
ら
れ
た
。

こ
の
条
約
に
基
づ
い
て
「
顕
著
で
普

遍
的
な
価
値
の
あ
る
文
化
遺
産
や
自

然
遺
産
」
を
未
来
に
守
り
伝
え
よ
う

と
「
世
界
遺
産
リ
ス
ト
」
に
登
録
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
▼
世
界
遺
産
に

は
「
文
化
」
「
自
然
」
「
複
合
」
の

３
分
野
が
あ
り
、
現
在
１
０
５
２
件
。

第
一
号
は
１
９
７
８
年
で
、
ガ
ラ
パ

ゴ
ス
島
や
イ
エ
ロ
ー
ス
ト
ー
ン
な
ど

12
件
。
日
本
は
１
９
９
３
年
の
法
隆

寺
・
姫
路
城
・
屋
久
島
・
白
神
山
地

▼
世
界
遺
産
に
は
、
遺
跡
や
建
造
物

の
よ
う
に
有
形
な
も
の
だ
け
で
は
な

く
、
伝
統
的
な
音
楽
・
舞
踊
・
工
芸

技
術
な
ど
無
形
文
化
も
あ
る
。
こ
う

し
た
文
化
遺
産
が
世
界
各
地
で
消
滅

の
危
機
に
あ
る
と
い
う
状
況
を
踏
ま

え
、
２
０
０
３
年
に
「
無
形
文
化
遺

産
の
保
護
に
関
す
る
条
約
」
が
ユ
ネ

ス
コ
総
会
で
採
択
。
こ
れ
で
有
形
・

無
形
の
世
界
遺
産
を
、
国
際
水
準
で

保
護
す
る
枠
組
み
が
整
い
、
日
本
で

は
、
能
楽
・
歌
舞
伎
・
和
食
・
和
紙

な
ど
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

２ ０ １ ６ 年 ８ 月 第 ３ ３ ７ 号沖電気の職場を明るくする会 【ＯＡＫ】

連絡先：電機労働者懇談会気付 沖電気の職場を明るくする会
東京都品川区二葉２－２０－８ 染野ビル２Ｆ 電話 03（6421）5323

沖電気の職場を明るくする会 検索
クリッ

クホームページ

「会」は沖電気とその関連などで働く人々が

「安心して人間らしく働ける職場」を願って創

られました。正規・非正規を問わず誰でも入会

できます。略称はＯＡＫ。

《設立１９８６年》

労 働 相 談 は 無 料 です。ホームページの「相

談窓口」で常時受け付けています。「沖電気の

職場を明るくする会」で検索してください。

本
庄
工
場
（
埼
玉
）
は
殆

ん
ど
が
立
ち
作
業
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
特
に

健
康
障
害
を
起
こ
し
て
い
る

の
が
静
止
状
態
の
立
ち
作
業

で
す
。

「
国
内
向
け
通
信
小
型
機

器
生
産
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

工
場
」
を
目
指
す

中
国
に
負
け
な
い
生
産
コ

ス
ト
を
掲
げ
、
生
産
の
国
内

回
帰
が
行
わ
れ
、
生
産
受
託

（
Ｅ
Ｍ
Ｓ
事
業
）
を
中
心
と

し
て
「
お
客
様
が
必
要
な
も

の
を
、
必
要
な
時
に
、
必
要

と
さ
れ
る
品
質
を
満
足
さ
せ
、

期
待
さ
れ
る
コ
ス
ト
を
実
現

す
る
」
と
い
う
大
原
則
を
徹

底
追
及
す
る
経
営
方
針
で
す
。

仕
事
は
能
動
的
に
、
生
産

効
率
を
最
大
限
に
追
及
す
る

中
か
ら
椅
子
が
取
り
払
わ
れ
、

立
ち
作
業
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
。

し
わ
寄
せ
は
、
使
い
勝
手

の
い
い
派
遣
・
契
約
社
員

コ
ス
ト
削
減
は
人
に
も
適

用
さ
れ
、
正
社
員
か
ら
派
遣

社
員
へ
と
入
れ
替
え
ら
れ
ま

し
た
。

生
産
台
数
の
追
求
と
繰
り
返

し
の
作
業
、
ミ
ス
を
出
さ
な
い

緊
張
感
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
強

い
ら
れ
る
作
業
は
、
精
神
的
に

も
体
力
的
に
も
消
耗
を
さ
せ
ら

れ
る
も
の
で
す
。

そ
の
上
一
日
の
目
標
台
数
が

達
成
で
き
な
い
と
、
残
業
が

続
き
、
休
日
出
勤
で
こ
な
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
疲
れ
て
も
休
み
が
と
り

づ
ら
い
状
況
も
あ
り
ま
す
。

当
然
、
疲
労
が
重
な
り
健

康
障
害
を
発
生
し
、
耐
え
ら

れ
ず
自
ら
や
め
て
い
く
派
遣

社
員
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

早
急
な
改
善
策
を

健
康
障
害
は
一
刻
も
放
置

で
き
ま
せ
ん
。
最
低
で
も
厚

生
労
働
省
の
「
腰
痛
予
防
対

策
指
針
」
に
基
づ
い
て
早
急

な
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

・・・職場から悲痛な声・・・

●家に帰ったらふくらはぎがパンパン

になり弾力性なくボンレスハム状態。

●肩痛でＴｼｬﾂにそでを通すのも痛い。

接骨院通院もこのまま続けたら悪化。

●朝方から背中が痛いのが

続く。休出までして立って

いるのは嫌。

●左肩から腕にかけ痛くて、健康推進室

から湿布薬を持って来てもらい貼る。

●今日も肩、左腕に湿布薬塗付。重苦し

い痛さ、貼って何とか仕事がで

きる。

●腰痛で湿布薬塗付。湿布薬買う

お金が大変。

●殆んど静止立ち作業で両足、特

に左足の疲労。当初、夜になる

と足がつっていた。

●体調不良で途中で退社。肩こり過ぎて

寝る前、頭が割れそうに痛かった。

●仕事中は集中しているので感じないが、

帰宅すると首筋・肩・腰が痛くぐった

りしてしまう。

●どんどん流れてくるので自分の

ペースと関係なく追い立てられ

る。

●ほとんど動かないで同じ姿勢、

同じ動作の繰り返し。何百個も

組み立てるのでほんと疲れる。

花言葉： 勇敢

ハ
イ
ビ
ス
カ
ス

守ってほしい「腰痛予防対策指針」
（厚労省 基発０６１８第２号）

立ち作業については以下の「指針」を出し指導をしています。

①不自然な姿勢での作業とならないよう、作業機器や作業台は、作業者の体

格を考慮して配置する。

②長時間立ったままでの作業を避けるため、他の作業を組み合わせる。

③１時間に１・２回程度の小休止・休息を取らせ、屈伸運動やマッサー ジ

などを行わせること。

④床面が硬い場合は、立っているだけでも腰に負担がかかるので、クッショ

ン性のある靴やマットを利用して、負担を減らすようにする。



　ＯＫＩ連結　1ドル＝ 1ユーロ＝ 　　　単位：100万円
年度 　　USD　(円） 　　EUR　(円） 　　為替損益

3月期 計画 実績 計画 実績 　　差益 　差損
2012年 85 79.1 110 109 　　　ー 　　　ー 9,075
2013年 76 83.1 100 107.2 8,792 20,304 円安

2014年 85 100.2 115 134.4 11,277 36,555 円安
2015年 100 109.9 135 138.8 7,035 37,928 円安
2016年 120 120.2 135 132.6 6,374 11,366 円高
2017年 110 125 18,000 計画

経常利益

　職種別平均月給（２０１５年）
全産業平均 333,300
看護師 329,200
百貨店店員 249,000
幼稚園教諭 229,800
ホームヘルパー 225,100
福祉施設介護員 223,500
保育士 219,200
※賃金構造基本統計調査より

★ なくそう貧困・格差 守ろう生活 変えよう政治 ★ ２ ０ １ ６ 年 ８ 月 第 ３ ３ ７ 号

野
党
共
闘
の
効
果

【
埼
玉
・
蕨
地
区
】

７
月
１
０
日
の
参
院
選
で

す
が
、
今
回
は
今
ま
で
の
中

で
一
番
応
援
に
力
が
入
っ
た

選
挙
で
し
た
。
そ
れ
は
改
憲

賛
成
派
の
議
席
３
分
の
２
超

え
を
阻
止
し
た
い
と
い
う
思

い
と
、
埼
玉
選
挙
区
で
応
援

し
て
い
る
候
補
者
が
当
選
圏

内
に
お
り
絶
対
に
当
選
さ
せ

た
い
と
い
う
思
い
が
強
か
っ

た
た
め
で
す
。
選
挙
一
週
間

前
は
大
宮
や
浦
和
で
の
街
頭

演
説
に
３
回
足
を
運
び
ま
し

た
。
ど
れ
も
多
く
の
人
々
で

会
場
は
埋
め
尽
く
さ
れ
、
ま

た
野
党
と
市
民
と
が
一
体
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
雰
囲
気

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
マ
ス

コ
ミ
で
は
、
「
野
党
共
闘
〝

相
乗
効
果
〟｣

｢

共
闘
『
足
し

算
』
以
上
」
と
報
じ
、
「
32

選
挙
区
の
平
均
の
共
闘
達
成

率
１
２
０
％
と
効
果
を
数
字

化
し
て
表
し
て
い
ま
す
。
確

実
に
野
党
共
闘
の
効
果
が
出

て
お
り
、
さ
ら
に
継
続
し
拡

大
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
思

い
ま
す
。

他
職
場
よ
り
、

暑
く
な
る
職
場
の
対
策
を

【
群
馬
・
冨
岡
地
区
】

梅
雨
が
明
け
る
前
で
す
が
、

晴
れ
た
日
は
非
常
に
暑
い
日

が
続
い
て
い
ま
す
。
２
８
℃

を
超
え
る
と
空
調
が
入
り
、

扇
風
機
も
ま
わ
っ
て
い
る
の

で
暑
さ
も
し
の
げ
ま
す
。

し
か
し
、
職
場
に
よ
っ
て

は
、
か
な
り
温
度
差
が
あ
る

よ
う
で
、
明
ら
か
に
他
よ
り

も
暑
い
職
場
も
あ
り
ま
す
。

空
調
の
容
量
も
あ
り
ま
す
が
、

何
よ
り
も
建
屋
の
構
造
か
ら

断
熱
効
果
が
弱
い
よ
う
で
、

こ
れ
か
ら
が
思
い
や
ら
れ
ま

す
。

「
暑
く
て
、
仕
事
に
な
ら
な

い
よ
」
「
室
温
が
暑
い
の
だ

か
ら
、
２
８
℃
の
ク
ー
ラ
ー

の
設
定
で
な
く
、
も
う
少
し

効
か
し
て
も
ら
い
た
い
」
な

ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
効

率
よ
く
仕
事
を
す
る
た
め
に

は
職
場
環
境
は
大
切
、
検
討

し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

努
力
に
応
え
る

ね
ぎ
ら
い
、
手
当
を

【
埼
玉
・
本
庄
地
区
】

小
型
電
子
機
器
を
大
量
生

産
す
る
あ
る
職
場
で
は
、
目

標
と
す
る
日
産
台
数
が
多
く

な
り
、
社
員
を
始
め
派
遣
社

員
や
契
約
社
員
の
人
な
ど
、

身
体
を
酷
使
し
な
が
ら
日
々

頑
張
っ
て
働
い
て
い
ま
す
。

人
手
不
足
で
な
か
な
か
達
成

し
な
か
っ
た
目
標
台
数
に
や
っ

と
達
成
し
た
と
き
は
、
み
ん

な
で
拍
手
を
し
ま
し
た
。

「
や
っ
た
ー
」
と
思
い

嬉
し
か
っ
た
で
す
が
、
同

時
に
「
何
か
目
に
見
え
る

形
で
、
手
当
と
か
あ
っ
た
ら

も
っ
と
嬉
し
い
よ
ね
」
と
い

う
声
も
。

富
岡
で
「
・
・
・
達
成
記

念
の
昼
食
会
」
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
食

事
会
や
手
当
を
出
す
こ
と
も

考
え
ら
れ
て
い
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

納
涼
祭

今
年
も
花
火
の
打
ち
上
げ

が
あ
り
、
納
涼
祭
を
盛
り
上

げ
ま
す
。
ビ
ー
ル
に
お
つ
ま

み
が
テ
ー
ブ
ル
に
並
ぶ
。
予

算
の
中
で
そ
ろ
え
る
の
も
一

苦
労
の
よ
う
で
す
。
苦
し
い

予
算
の
中
で
は
、
寿
司
一
人

一
貫
？
、
２
貫
ま
で
と
せ
ち

が
ら
い
細
か
い
声
も
。
部
課

長
の
寸
志
の
額
で
デ
ー
ブ
ル

に
の
ぼ
る
メ
ニ
ュ
ー
が
決
ま

る
と
い
う
声
も
あ
る
が
。
そ

こ
に
頼
ら
ず
、
工
場
と
し
て

も
う
一
声
予
算
を
組
ん
で
、

派
遣
社
員
・
契
約
社
員
・
正

社
員
へ
の
日
ご
ろ
の
労
を
ね

ぎ
ら
う
と
い
う
気
配
り
が
ほ

し
い
よ
ね
！
と
い
う
声
も
。

今
年
は
１
０
０
０
発
の
花
火

が
、
盛
大
に
打
ち
あ
が
っ
た
。

Ｏ
Ａ
Ｋ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

《 沖電気を考える 》 第９９回

アベノミクスの異次元の金融緩和
為替変動でＯＫＩの利益も激変

２０１５年 為替差益（利益）７１億円
２０１６年 為替差損（損失）６４億円

安倍政権の経済政策（アベ

ノミクス）は金融緩和で円

安・株高を基調にする景気

回復策でした。その結果、

沖電気も15年3月期には史上

最高の利益になりました。

しかし、世界経済の停滞に

より相対的に円が買われる

状態に変化して、円高に基

調がなり、16年3月期は為替

勘定はマイナス64億円にな

りました。 ＯＫＩは為替影

響を少なくするために17年3

月期の想定為替レートを前

年度の１㌦＝１２０円から

１１０円に変えて円高に備

えています。イギリスのＥ

Ｕ離脱などもあり、アベノ

ミクスも見直しが迫られて

います。

パ
ー
ト
社
員
の
賃
金
差
別
の
是
正

に
か
か
わ
る
重
要
な
判
決
に
、
丸

子
警
報
器
の
裁
判
の
判
決
が
あ
る

そ
う
で
す
が
、
ど
う
い
う
判
決
な

の
で
す
か
。

こ
の
裁
判
は
、
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
・

丸
子
警
報
器
（
長
野
県
丸
子
町
）
で
働

く
二
十
八
人
の
女
性
臨
時
社
員
が
、
既

婚
女
性
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
「
臨
時

職
員
」
と
さ
れ
、
正
社
員
と
同
じ
仕
事
、

同
じ
労
働
時
間
な
の
に
賃
金
は
正
社
員

の
六
割
し
か
な
い
の
は
不
当
だ
と
し
、

９
３
年
に
提
訴
し
、
会
社
に
賃
金
格
差

な
ど
の
支
払
い
を
求
め
た
裁
判
で
す
。

長
野
地
裁
上
田
支
部
は
、
約
３
年
後
の

９
６
年
３
月
１
５
日
、
訴
え
を
認
め
、

原
告
ら
へ
の
賃
金
差
別
は
労
働
基
準
法

な
ど
の
差
別
禁
止
規
定
に
て
ら
し
違
法

と
す
る
判
決
を
出
し
ま
し
た
。

判
決
は
、
「
お
よ
そ
人
は
そ
の
労
働

に
対
し
等
し
く
報
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
均
等
待
遇
の
理
念
が
存
在
」

す
る
と
し
て
、
同
じ
勤
務
年
数
の
女
性

の
正
社
員
の
八
割
以
下
の
賃
金
は
違
法

だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
会
社

側
は
原
告
ら
を
臨
時
社
員
と
し
て
固
定

化
し
て
雇
用
し
続
け
、
二
カ
月
の
雇
用

更
新
を
形
式
的
に
繰
り
返
し
、
女
子
正

社
員
と
の
間
に
い
ち
じ
る
し
い
賃
金
格

差
を
維
持
・
拡
大
さ
せ
た
と
し
て
、
総

額
千
四
百
六
十
万
円
を
支
払
う
よ
う
命

じ
ま
し
た
。

会
社
は
控
訴
し
ま
し
た
が
東
京
高
裁

で
も
労
働
者
側
が
全
面
勝
利
す
る
和
解

が
成
立
。
月
給
制
、
一
時
金
や
賃
上
げ
、

退
職
金
の
支
給
計
算
が
正
社
員
と
同
じ

に
な
る
な
ど
、
実
質
的
な
正
社
員
化
を

か
ち
と
り
ま
し
た
。

い
ま
、
雇
用
者
の
４
割
・
約
２
千
万

人
が
、
パ
ー
ト
、
契
約
、
派
遣
な
ど
の

不
安
定
雇
用
の
社
員
だ
。
急
増
し
た
非

正
規
社
員
に
は
、
賃
金
な
ど
待
遇
上
の

差
別
が
広
範
に
存
在
し
て
、
社
会
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
均
等
待
遇
へ
の
取

り
組
み
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

同
じ
価
値
の
労
働
に
は
同
じ
賃
金
を

パ
ー
ト
社
員
が

正
社
員
の
８
割
以
下
の
賃
金
は
違
法

裁判例 ①

保
育
士
の
賃
金
が
「
全
産
業
」

と
比
べ
て
１
１
万
円
も
安
い

保
育
士
不
足
が
深
刻
。
現
在

約
４
５
万
人
で
１
７
年
末
に

は
約
９
万
人
不
足
の
見
込
み
。

賃
上
げ
等
対
策
が
急
務
で
す
。

話

題


